
①学校名

②大学等の設置者

③設置形態

④所在地

⑤申請するプログラム又は授業科目名称

⑥プログラムの開設年度

⑦教員数 人 人

⑧プログラムの授業を教えている教員数 人

⑨全学部・学科の入学定員 人

⑩全学部・学科の学生数（学年別） 総数 人

１年次 人 人

３年次 人 人

５年次 人 人

⑪プログラムの運営責任者

⑫プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

⑬プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

⑭申請する認定プログラム

連絡先

所属部署名 担当者名

E-mail 電話番号gakushin@kio.ac.jp 0745-54-1601

４年次

宇佐美　諭

568

教育学習基盤部

（責任者名） 学長・教育推進室長冬木　正彦 （役職名）

（責任者名） 冬木　正彦

541

（役職名）

認定教育プログラムと認定教育プログラム+（プラス）

教授・教育学習基盤センター長

3

534

様式１

（常勤）

私立大学

奈良県北葛城郡広陵町馬見中4-2-2

116

畿央大学

学校法人　冬木学園

令和2年

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）　申請様式

120 （非常勤）

546

情報処理演習

515

学長・教育推進室長

教育推進室

教育推進室

６年次

2189

２年次

（責任者名） 福森　貢 （役職名）
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様式２

学校名：

①教育プログラムの修了要件

②具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

学部・学科によって、修了要件は相違しない

畿央大学

プログラムを構成する授業科目について

授業科目名称 授業科目名称

1年次前期配当全学共通卒業必修科目「情報処理演習Ⅰ」1単位、および1年次後期配
当全学共通卒業必修科目「情報処理演習Ⅱ」1単位、合計2単位を取得すること。

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅱ

2



畿央大学

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

1240 347 320 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 347 28%

780 197 189 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 197 25%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

2020 544 509 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 544 27%

様式３

学校名：

収容
定員

令和2年度 令和元年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度 履修者数
合計 履修率

プログラムの履修者数等の実績について

合　計

学部・学科名称

健康科学部（保健）

教育学部　現代教育学科（教育）

3



様式４

学校名： 畿央大学

①プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅰ

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中の
社会変化（第４次産
業革命、Society
5.0、データ駆動型
社会等）に深く寄与
しているものであ
り、それが自らの生
活と密接に結びつ
いている

※モデルカリキュラ
ム導入１－１、導入
１－６が該当

　ビッグデータ、「モノのインターネット」（IoT）、人工知能（AI）による社会変革の時代における情報通信技術（ICT）利用の
「仕組み」とそれに関係する「専門用語」を能動的に学習することにより、ICT利用の背景にあるモデルを理解しICTを活用
する問題解決能力を育むことを目的とする。具体的には、検索により解決案を見つけ、判断できるような問題解決パター
ンを会得することを目標とする。
　大学での学習に必要なソフトウェアやシステムの的確な操作を最初の段階で学習する。操作対象となるデータやファイ
ル、処理を行うアプリケーションソフトウェアや情報システムを、科目内容として順次取り上げ、対象や処理の仕組みにつ
いて発見的に理解を深める。

講義テーマ

畿央大学の情報環境と学習支援システムの使い方、情報セキュリティ（1）

インターネットとクラウドの利用（5）

クラウドとPC上のファイルの同期、テキストファイルと表現（9）

インターネットとフェイク情報、SNS利用リスク（13）

4



授業科目名称

情報処理演習Ⅱ(P,K,N,D,E)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

（２）「社会で活用さ
れているデータ」や
「データの活用領
域」は非常に広範
囲であって、日常生
活や社会の課題を
解決する有用な
ツールになり得るも
の

※モデルカリキュラ
ム導入１－２、導入
１－３が該当

授業概要

<P,K,N>
データの数理的分析方法とプログラミングによる効率的な処理方法を会得し、人工知能（AI）利用による判断特性を理解
する。その際には、AIの「学習」の型と、AIが社会の多様なデータを利活用していることを学ぶ。Microsoft Excelを用いて
様々な種類のデータ処理（集計、クロス集計、統計処理、グラフ化も含む）を会得し、日常生活や社会の課題を解決する
ための有用なツールであることを学ぶ。
<D,E>
上述の内容に加え、AIの基となる統計の概念と手法を習得する。対象データは日常生活で用いる製品の売り上げ、学生
の成績などである。さらに、簡便な未来予測のAIを作成する。具体的にはExcelの回帰機能を用いて過去のデータと天気
予報から飲食店の未来の売り上げを予測するAIを作成する。

＜学科識別記号＞
P：理学療法、K：看護医療、N：健康栄養、D：人間環境デザイン、E：現代教育（以下同）

講義テーマ

統計の基礎⓵平均・中央値・正規分布・分散・標準偏差・偏差値（4）

統計の基礎⓶データ分析のためのExcel集計機能（5）

統計の基礎⓵平均値・分散・標準偏差・偏差値（4）

統計の基礎⓶分布・類似度（5）　/　統計の基礎⓷相関（6）

統計の基礎⓸回帰（7）　/　統計の基礎⓹これまでの振り返り（8）

統計ソフトの基礎⓵Excelの集計機能の復習（9）

統計ソフトの基礎⓶Excelのグラフ機能の復習（10）

統計の基礎⓷データ分析のためのExcelグラフ機能（6）

仮説検定・帰無仮説・対立仮説・有意水準・p値・尺度（7）

t検定⓵対応あり（8）　/　t検定⓶対応なし、F検定（9）

カイ2乗検定関連（分割表、Fisher's exact test,McNemar test）（10）

ノンパラメトリック検定関連⓵（Wilcoxon signed-rank test,Mann-Whitney U test）（11）

ノンパラメトリック検定関連⓶その仕組みを理解する（12）　/　相関係数（Pearson,Sqearman）（13）

統計ソフトの基礎⓷Excelの機能の追加説明（11）

統計ソフトの基礎⓸Excelの振り返り（12）

総合演習⓵統計用AIの作成（13）　/　総合演習⓶統計用AIの作成（14）

AIとその「学習」の特徴（3）
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授業科目名称

情報処理演習Ⅱ(P,K,N,D,E)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

（３）様々なデータ利
活用の現場におけ
るデータ利活用事
例が示され、様々な
適用領域（流通、製
造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、
ヘルスケア等）の知
見と組み合わせる
ことで価値を創出す
るもの

※モデルカリキュラ
ム導入１－４、導入
１－５が該当

授業概要

<P,K,N>
様々な現場で利活用されているデータの多くは、正規分布に従っていることを理解し、標本から母集団の代表値を推測す
る場合に利用できることを学ぶ。具体的にはその分布を利用することでグループ間のある平均値のちがいを判定できるこ
とを理解する。また、パラメトリック検定、ノンパラメトリック検定、相関係数についての演習を行う。
<D,E>
D,E学科では、データの類似、相関そして回帰に重点をおいて、AIの基となる統計の概念と計算手法を、説明と手計算の
課題により習得させる。対象データは、日常生活で用いる製品の売り上げ、学生の成績などである。そして、Microsoft
Excelの利用方法を上記の種類のデータを用いた演習で学ぶ。さらに、簡便な未来予測のAIを作成する。具体的には、
Excelの回帰機能を用いて、過去のデータと天気予報を基にして飲食店の未来の売り上げを予測するAIを作成する。

講義テーマ

統計の基礎⓵平均・中央値・正規分布・分散・標準偏差・偏差値（4）

統計の基礎⓶データ分析のためのExcel集計機能（5）

統計の基礎⓵平均値・分散・標準偏差・偏差値（4）

統計の基礎⓶分布・類似度（5）　/　統計の基礎⓷相関（6）

統計の基礎⓸回帰（7）　/　統計の基礎⓹これまでの振り返り（8）

統計ソフトの基礎⓵Excelの集計機能の復習（9）

統計ソフトの基礎⓶Excelのグラフ機能の復習（10）

統計の基礎⓷データ分析のためのExcelグラフ機能（6）

仮説検定・帰無仮説・対立仮説・有意水準・p値・尺度（7）

t検定⓵対応あり（8）　/　t検定⓶対応なし、F検定（9）

カイ2乗検定関連（分割表、Fisher's exact test,McNemar test）（10）

ノンパラメトリック検定関連⓵（Wilcoxon signed-rank test,Mann-Whitney U test）（11）

ノンパラメトリック検定関連⓶その仕組みを理解する（12）　/　相関係数（Pearson,Sqearman）（13）

AIとその「学習」の特徴（3）

統計ソフトの基礎⓷Excelの機能の追加説明（11）

統計ソフトの基礎⓸Excelの振り返り（12）

総合演習⓵統計用AIの作成（13）　/　総合演習⓶統計用AIの作成（14）
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授業科目名称

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅰ

クラウドとPC上のファイルの同期、テキストファイルと表現（9）

インターネットとフェイク情報、SNS利用リスク（13）

授業概要

　パソコンにログインするためのローカルアカウントと、大学の各種情報環境にアクセスための組織アカウントのちがいを
正確に理解し、アカウントの管理の重要性について学ぶ。
　「情報倫理ハンドブック」を別途配布して、自分の身は自分で守るために「個人情報の漏洩」、「ウィルス対策ソフトの必
要性」、「OSの定期的なアップデートの必要性」、「SNSの落とし穴」、「実際の事例」についても学ぶ。

講義テーマ

畿央大学の情報環境と学習支援システムの使い方、情報セキュリティ（1）

インターネットとクラウドの利用（5）

（４）活用に当たって
の様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会
原則等）を考慮し、
情報セキュリティや
情報漏洩等、データ
を守る上での留意
事項への理解をす
る

※モデルカリキュラ
ム心得３－１、心得
３－２が該当
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授業科目名称

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(P,K,N)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

情報処理演習Ⅱ(D,E)

（５）実データ・実課
題（学術データ等を
含む）を用いた演習
など、社会での実例
を題材として、「デー
タを読む、説明す
る、扱う」といった数
理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活
用法に関するもの

※モデルカリキュラ
ム基礎２－１、基礎
２－２、基礎２－３が
該当

授業概要

<P,K,N>
Microsoft Excelを用いて、業務用データ・健康科学分野のデータを実際に扱って、各種指標の計算・ソート・判定・分類な
どを演習する。さらに健康科学分野の具体的なデータを用いて、データの性質・尺度などをもとに統計ソフトで仮説検定を
行う。データ構造を読み、適切な統計手法を選択でき、その結果を解釈できるようになる。
<D,E>
D,E学科では、Excelの利用方法を、学生が身近に感じるもの、例えば、日常生活で用いる製品の売り上げ、学生の成績
などを用いた演習で学ぶ。その際には、解析結果をグラフを用いて説明する手法も習得する。さらに、簡便な未来予測の
AIを作成する。具体的には、Excelの回帰機能を用いて、過去のデータと天気予報を基にして飲食店の未来の売り上げを
予測するAIを作成する。

講義テーマ

統計の基礎⓵平均・中央値・正規分布・分散・標準偏差・偏差値（4）

統計の基礎⓶データ分析のためのExcel集計機能（5）

統計の基礎⓷データ分析のためのExcelグラフ機能（6）

仮説検定・帰無仮説・対立仮説・有意水準・p値・尺度（7）

t検定⓵対応あり（8）　/　t検定⓶対応なし、F検定（9）

カイ2乗検定関連（分割表、Fisher's exact test,McNemar test）（10）

ノンパラメトリック検定関連⓵（Wilcoxon signed-rank test,Mann-Whitney U test）（11）

ノンパラメトリック検定関連⓶その仕組みを理解する（12）　/　相関係数（Pearson,Sqearman）（13）

統計ソフトの基礎⓵Excelの集計機能の復習（9）

統計ソフトの基礎⓶Excelのグラフ機能の復習（10）

統計ソフトの基礎⓷Excelの機能の追加説明（11）

統計ソフトの基礎⓸Excelの振り返り（12）

総合演習⓵統計用AIの作成（13）　/　総合演習⓶統計用AIの作成（14）
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②プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログ
ラミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教
師あり学習）

その他

③プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

本プログラム修了時に、学生は、情報化が進む社会がセキュリティ管理を前提としたデータサイエンスおよびAIの利活用により支えられている
ことを理解している。また、そのスキルや考え方が社会人として必須であることも理解している。さらに、学生は統計学の基礎およびAIの原理
を理解した上でAI搭載の統計用ソフトを使用し、企業の売り上げから天気予報、学生の成績に至るまで、各種のデータを解析、活用する能力
を習得している。以上の自覚と能力を持って、1年生時の本プログラム修了から大学卒業までの数年を送る中で、学業、部活動、アルバイト、
インターン、家庭生活等の質を高め、その能力に磨きをかけると共に社会への理解を深めた後に、社会人となる。

授業科目名称

情報処理演習Ⅱ

情報処理演習Ⅱ

https://www.kio.ac.jp/wp-content/uploads/2021/07
/MDASHgaiyou.pdf

情報処理演習Ⅱ

情報処理演習Ⅱ

情報処理演習Ⅱ

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅰ、情報処理演習Ⅱ
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様式５

学校名：

① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

畿央大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

『教育推進室は、本学学長（以下「学長」という。）の統括の下に、建学の精神に則り、大学お
よび大学院の教育課程編成方針の検討、入学前から卒業または修了後に亘る全教育過程
を通じた組織的かつ継続的な教育内容および教育方法の改善を行ない、本学の教育の発
展に寄与することを目的とする。』

（令和2年度 教育推進室会議　構成員）

学長　冬木正彦（教育推進室室長）
教育学部現代教育学科長　教授　島恒生（教育推進室室長補佐）
教育学部現代教育学科　准教授　宮村裕子（教育推進室室長補佐）
健康科学部長　大学院健康科学研究科長　教授　植田政嗣
教育学部長　大学院教育学研究科長　教授　前平泰志
健康科学部理学療法学科長　教授　庄本康治
健康科学部看護医療学科長　教授　河野由美
健康科学部健康栄養学科長　教授　栢野新市
健康科学部人間環境デザイン学科長　教授　三井田康記
大学事務局長　水上亨男
大学事務局　教育推進部長　小野巧
大学事務局　教育推進部　課長　宇佐美諭
大学事務局　教育推進部　課長　山本泰

1年次前期配当「情報処理演習Ⅰ」、1年次後期配当「情報処理演習Ⅱ」は、ともに本学の教
養教育の核をなす科目であり、全学的な卒業必修科目に位置付けられているため、すべて
の学生が履修する。当該年次に単位修得できなかった一部の学生については、翌年度以降
に再履修する。令和5年度終了時点で、在学生の全員が本プログラムを履修している見通し
となる。

令和3年度　令和3年度入学生515名程度全員が履修（履修率50%)
令和4年度　令和4年度入学生515名程度全員が履修（履修率75%）
令和5年度　令和5年度入学生515名程度全員が履修（履修率100%）
令和6年度　令和6年度入学生515名程度全員が履修（履修率100%）
令和7年度　令和7年度入学生515名程度全員が履修（履修率100%）

教育推進室規程
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⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

「情報処理演習Ⅰ」「情報処理演習Ⅱ」は、ともに本学の教養教育の核をなす科目であり、全
学的な卒業必修科目に位置付けられているため、すべての学生が履修する。履修登録時の
ガイダンスにおいて、他の卒業必修科目と併せ履修が必須であることが周知される。

「情報処理演習Ⅰ」「情報処理演習Ⅱ」は、ともに本学の教養教育の核をなす科目であり、全
学的な卒業必修科目に位置付けられているため、すべての学生が履修する。

11



⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

情報機器の操作に関する質問について、教育学習基盤センターの職員がサポートする体制
が整っている。また、学生支援センターの教務系業務担当の職員が、本学独自のLMS”
OpenCEAS”の科目担当者権限を共有し、教務事項のサポートを行っている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学独自のLMS”OpenCEAS”により授業資料の提供、課題のアップロード、学生からの質問
とそれに対する教員からの回答や学習指導を随時行える環境を整えている。
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様式６

学校名：

①自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

プログラムの履修・修得状
況

「情報処理演習Ⅰ」「情報処理演習Ⅱ」は、ともに本学の教養教育の核をなす科目であり、全学的な卒業必修
科目に位置付けられている。したがって、すべての学生が履修し、単位を修得した上で卒業する。また、各学
生のプログラムの履修・取得状況は担任が学生総合支援システム（KiTss）により確認できる。学科の担当教
員は授業支援システム"OｐenCEAS"の活用により、受講者毎の講義演習進捗状況や課題への回答状況を把
握している。1回生必修のプログラムであるため、履修・取得状況の情報は各学科会議等で共有し、再履修が
必要な学生には指導を行っている。

本科目における学びの題材として、各学科にとって身近であり専門性に結びつく事例を取り上げている。学外
実習を含む各学科の専門科目での学びにおいても本科目の成果が用いられている。卒業論文、卒業研究の
際には、情報機器の活用、特に統計学的な知識が多用される。また就職やキャリアプラン検討に際しての情
報収集やプレゼンテーションなど、「情報処理演習」での学びは多面的で持続的な成果に直結している。各学
期終了後には他の科目もあわせ学生の単位取得状況や成績の分布状況を確認し、評価・改善につなげてい
る。

学修成果

畿央大学

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等
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学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

受講生対象に実施したアンケートより、「天気予報やAIなど身近なシステムの成り立ちを学びました」「大学生
になったら数学などとは無縁だろうと思っていたが、将来の夢のために必要な知識であることが分かった」「さ
まざまな問題を解決するために、コンピュータや情報通信ネットワークを活用することが現代社会において求
められていると感じた」などのコメントが得られた。単に表層的な知識やスキルの獲得ではなく、その背景への
理解、問題解決能力の育成ができたと考える。

本科目は必修科目のため、履修する上での先輩から後輩、他学生への推奨、という場面は特段発生しない
が、ゼミ活動など上回生と下級生が学びを共にする状況において、本科目で身につけた知識やスキル、背景
への考察といった学びの諸相の深さを相互に共有し、刺激しあう場面があると考える。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本科目は全学的な卒業必修科目に位置付けられている。卒業までの履修率は100％となる。
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学外からの視点

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

就職活動において、統計スキル（推定・検定・相関・回帰・多変量解析など）を有していることへの高い評価を
得た事例がある。また、MOSやITパスポートなど、資格取得への積極的な姿勢につながる事例もある。
就職指導を担当する事務局部門と連携し、本教育プログラムを修了した卒業生の進路先や活躍状況を把握
し、在学生向けキャリアガイダンスに卒業生を招聘した際には、活躍状況や企業等の評価に関する情報を得
ている。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

臨床、教育など実社会の現場における実習や、自治体と連携したまちづくりやメニュー開発等の活動に際し、
学生は本教育プログラムの果実を有効活用している。現場での指導者や担当者からの意見や評価は、自身
の知識の定着や応用力を確認することに役立ち、自身の課題を克服するための指標となり、教育プログラム
の改善にも活かされている。現行の授業内容は令和2年度よりあらためられたものであるが、学生全員への
PC貸与、本科目を必修とすることなど、全学的な取組は従前より行われてきた。マイクロソフト社のアジア担当
副社長が本学を訪問した際、「教育業界におけるLighthouse（灯台）のような存在である」との意見を得ている。
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※公表している場合のアドレス

②自己点検・評価体制における意見等の公表の有無 有

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

本科目においては、「自ら調べ、考える」ことを重視している。学生にとって身近な事例を取り上げ、学ぶモー
ティベーションを高め、自らの力で学びを進めるノウハウを培うことも目的としている。授業アンケートにおい
て、学生からは「将来身になることをを学んだのでとても良かった」「授業で実例として取り上げられた売上予測
の方法がアルバイト先で役にたった」などのコメントが寄せられている。

https://www.kio.ac.jp/wp-content/uploads/2021/07
/MDASHhyouka.pdf

個々、各回の授業については、本学独自の授業支援システム”OpenCEAS”の質疑応答機能を利用し、適宜
学生から寄せられる質問、コメントを次回への授業に反映する環境を整えている。科目全体としては授業アン
ケートなどをもとに教育推進室での振り返りを経て、よりよい授業方法や適正なクラスサイズを検討することと
している。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること
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学校名：

① 授業内容

様式７

畿央大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）プラス　申請書

　本学では開学当初から「情報処理演習Ⅰ」「情報処理演習Ⅱ」各1単位を卒業必修科目と
し、入学後の学修の基礎・基盤を作ってきた。「情報処理演習Ⅰ」では問題解決パターンの
会得、能動的学習、情報セキュリティ、ICT利用の背景にあるモデルの理解、対象や処理の
仕組みの理解を、「情報処理演習Ⅱ」では統計学の習得、データサイエンスおよびAI利活用
の理解と演習を主に扱っている。

　受講に際して、学生には自ら「調べ、考える」ことを課している。担当教員は安易に全てを
教えず、学生自らが「調べ、考える」ためのサポートを行うことを基本的なスタンスとしてい
る。これは本科目における学修のみならず、学びに向かう姿勢そのものも涵養する狙いが
あり、早期にそれを身に着けることが専門分野での学びも含めた学修全体へのモチベー
ション維持・向上につながると考えるためである。

　授業では、できるだけ身近な事例、あるいは学生の進路に直結する事例を取り上げるよう
配慮している。その結果、学生は専門分野の学びへ入った後も本科目で習得したスキルを
生かすことが可能となる。また、そのスキルが自身の将来にどう生かされるのかを考えるこ
とで本科目における学びの意義を理解する。担当教員が行った受講者アンケートによれば、
ある現代教育学科1年次生は、本科目で学んだ「TREND」や「相関」の知識を子どもが抱える
問題や環境要因を知る方法として活用できる可能性を認識し、これが「今後の教育者に求
められる『新たな専門性』と感じた」と述べている。

　本科目の学びを終えた学生のうち、特に強い興味・関心を抱いた者の中には、ゼミや課外
活動の一環として近隣の小学校等から依頼を受け、児童にプログラミングを教えに出向い
たり、全国規模の大会に出場して優秀な成績を収める者もいる。また、自身のスキルをさら
に確実なものとするためMOS検定に臨むなど、学びを深めていくケースも少なくない。
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② 学生への学習支援

　本学では2014年度から全学生にノートPCを貸与し、学修に活用させている。貸与するノー
トPCは「学校法人冬木学園情報化推進委員会」で機種や仕様を検討し、学生がもっとも活
用しやすいと思われるものを毎年選定している。昨年度のコロナ禍における緊急的なオンラ
イン授業への移行に際して、多くの大学では受講媒体の不備・不足に悩み、戸惑う事象が
発生したが、本学ではこの施策が奏功し、オンライン授業へのスムーズな移行を実現しえ
た。

　媒体だけでなく、日々の学修に活用するツールの整備も行ってきた。全学的に活用してい
るLMS「OpenCEAS」は授業資料の提示のみならず質疑応答、レポートの提出、アンケート・
テスト作成などの機能を有している。教務事務システム「Campus Square」とのデータ連携に
より、カリキュラムや履修の状況がつねに更新される仕組みを構築しており、教員、学生双
方にとってストレスの少ない授業運営を可能にしている。また、同じく2014年度から
「Microsoft（Office）365」を全学生に利用させ、クラウドサービスの基礎的知識の獲得を目指
してきた。

　学生には、これらの使用方法を「情報処理演習Ⅰ」で基礎から教授している。事務局に設
けられた「教育学習基盤センター」では、教員の授業支援と併せて学生のサポート対応も
行っている。同センターのセンター長は「情報処理演習Ⅰ」「情報処理演習Ⅱ」の運営責任
者でもあることから、センターにおける学生対応は本科目の基本的なスタンス（自ら学び、考
える力を身に着けさせる）ともリンクしており、教職一体となって一貫した情報教育を全学生
に提供する体制を構築している。

　今年度から新たな組織として「次世代教育センター」が立ち上がるが、センター長を含めた
スタッフの一部は「教育学習基盤センター」と重複しており、従前から培われたノウハウの継
承を可能とする計画である。
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③その他の取組（地域連携、産業界との連携、海外の大学等との連携等）

　本科目でさらに強い興味・関心を抱いた者は、ゼミや正課外活動で近隣の小学校から依
頼を受けてプログラミングを教えに行くなど地域に結び付いた活動を行っている。本科目の
運営責任者が顧問を務めるクラブ「KSCC（畿央大学サイエンスコミュニケーションサーク
ル）」で積極的な課外活動を展開する者もいる。東京で開催されたイベント「サイエンスアゴ
ラ」における受賞歴もある。

　学科独自の取り組み事例では、自治体や産学連携プロジェクトによるまちづくりやコミュニ
ティ計画の提案、アパレルデザインの提案、サービスエリアでの提供メニューコンペティショ
ンなどがあり、提案内容やプレゼンテーションに本科目で習得したスキルが生かされてい
る。それに対する外部からの意見・評価を自身の課題克服の指標とすることで、学生は応用
力を身に着けていく。

　教員側も本科目を中心とする本学の情報教育をブラッシュアップする努力を継続的に行っ
ている。2020年11月に開催された「情報処理学会CLE（Collaboration and Learning
Environment）研究会」では教育学習基盤センター長（本科目の運営責任者）が「畿央大学で
のOpenCEASを利用した全科目非対面授業実施から見えてきたこと～学生・教職員アン
ケート結果分析と授業以外へのLMSの活用～」と題する報告発表を行った。

　報告では、2020年度のコロナ禍を受けて本学が実施した様々な取り組み（LMS
「OpenCEAS」を本来の授業支援という目的を超えてネット環境の整備支援や健康管理
チェックなどにも活用した事例）を紹介し、オンライン授業のみにとどまらない教育学習支援
システムの幅広い運用の先進的事例として注目を得られたが、こうした取り組みに学生がス
ムーズに対応できたのも、本科目において培われた情報スキルや「自ら調べ、考える」学び
の姿勢が奏功した結果であると考えている。
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科  目  名 ⓶授業形態 配当回生(前・後期) ⓹単位 ⓺講 師 名 

情報処理演習Ⅰ（全学科対象） 講義・演習 1 前 1.0 福森 貢 

科 目 内 容 

⓵〔授業の到達目標〕 
ビッグデータ、「モノのインターネット」（IoT）、人工知能（AI）による社会変革の時代における情報通

信技術（ICT）利用の「仕組み」とそれに関係する「専門用語」を能動的に学習することにより、ICT
利用の背景にあるモデルを理解し ICT を活用する問題解決能力を育むことを目的とする。具体的には、

検索により解決案を見つけ、判断できるような問題解決パターンを会得することを目標とする。 
 
⓷〔授業科目内容の概要〕 
大学での学習に必要なソフトウェアやシステムの的確な操作を最初の段階で学習する。操作対象となる

データやファイル、処理を行うアプリケーションソフトウェアや情報システムを、科目内容として順次

取り上げ、対象や処理の仕組みについて発見的に理解を深める。 
 
⓸〔授業計画〕 
第 1 回 畿央大学の情報環境と学習支援システムの使い方、情報セキュリティ 
第 2 回 PC の設定 
第 3 回 ファイル・フォルダとその利用 
第 4 回 ファイル体系、PC 内の保存場所 
第 5 回 インターネットとクラウドの利用 
第 6 回 個人データのバックアップ 
第 7 回 アナログとディジタル、文字コード 
第 8 回 データとディジタル表現 
第 9 回 クラウドと PC 上のファイルの同期、テキストファイルと表現 
第 10 回 データの伝送 
第 11 回 OS とアプリ、ハードウェアの関係 
第 12 回 コンピュータの基本処理、データの入力・処理・出力 
第 13 回 インターネットとフェイク情報、SNS 利用リスク 
第 14 回 データ通信と Web システム 
第 15 回 プレゼンテーション：「知の個人アーカイブ活用の工夫や利用計画」 
 
〔授業外学修の指示〕 
授業に関する事前学習および事後学習の内容を毎回指示する。これらの学習は、全員に貸与する「貸与

PC」を用いて行い、学習記録は指定するファイル領域に保存すること。 
全員に貸与する PC を用いて授業時間外にどこででも学習できることを前提として、授業を進める。授

業時間に取り上げる内容は事前に知らせるので、事前に予習して授業に臨むこと。 
 
〔使用教材〕 
教科書：日経パソコン EDU 2020 年度版（日経 BP 社）（最初の授業までに必ず購入しておくこと） 
毎回の授業資料は、CEAS 上に掲載する。 
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〔参考図書〕 
授業中に示すことがある。 
 
⑦〔成績評価の方法・基準〕 
提出物：100%（毎回の授業の課題提出、アンケートなど） 
 
〔学生へのメッセージ〕 
授業時間中は、質疑応答やグループでの討論を行う。さらに、事後学習のための課題が設定されるので、

期日までに提出することが求められる。このような授業形態をとり皆さんが意欲的に取り組むことによ

り、在学中及び卒業後にも活きる問題解決のための情報活用能力の会得を期待する。 
 
〔教員の実務経験〕 
産業機器のソフトウエア・ハードウェアの開発業務の経験を活かし、PC の仕組みや表計算ソフトとプ

ログラミングの関係を学生に教示している。 
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科  目  名 ⓶授業形態 配当回生(前・後期) ⓹単位 ⓺講 師 名 

情報処理演習Ⅱ（PKN 対象） 講義・演習 1 後 1.0 福森 貢 

科 目 内 容 

⓵〔授業の到達目標〕 
情報処理演習Ⅰと同じ目的のもとで、対象とするデータの数理的分析方法とプログラミングによる効率

的な処理方法を会得すること、さらに人工知能（AI）利用による判断特性を理解することを目的とする。 
 
⓷〔授業科目内容の概要〕 
情報処理演習Ⅰの復習から始め、専門科目や卒業研究などで必要となるデータを対象として、プログラ

ミングによるデータ処理の効率化と統計値算出や仮説検定の基礎を演習形式で学び理解を深める。 
 
⓸〔授業計画〕 
第 1 回 情報処理演習Ⅰの復習(1)/情報処理演習Ⅰの理解度チェック、知の個人アーカイブ、SNS 利用、

情報セキュリティ 
第 2 回 情報処理演習Ⅰの復習(2)/ファイルの保存場所・フォルダとファイルの命名規則など 
第 3 回 AI とその「学習」の特徴 
第 4 回 統計の基礎(1)/平均・中央値・正規分布・分散・標準偏差・偏差値 
第 5 回 統計の基礎(2)/データ分析のための Excel 集計機能 
第 6 回 統計の基礎(3)/データ分析のための Excel グラフ機能 
第 7 回 仮説検定・帰無仮説・対立仮説・有意水準・p 値・尺度 
第 8 回 ｔ検定(1)～対応あり 
第 9 回 ｔ検定(2)～対応なし、F 検定 
第 10 回 カイ 2 乗検定関連（分割表，Fisher's exact test，McNemar test） 
第 11 回 ノンパラメトリック検定関連(1)（Wilcoxon signed-rank test，Mann-Whitney U test) 
第 12 回 ノンパラメトリック検定関連(2)/その仕組みを理解する 
第 13 回 相関係数(Pearson，Spearman) 
第 14 回 プログラミングの基礎(1)/簡単なプログラムを作成する 
第 15 回 プログラミングの基礎(2)・変数と条件分岐・繰り返し処理 
第 16 回 定期試験 
 
〔授業外学修の指示〕 
上達のコツは、PC を実際に操作して予習・復習をすることです。 
 
〔使用教材〕 
『看護・医療系データ分析のための 基本統計ハンドブック』福森貢、堀内美由紀 ピラールプレス

(ISBN:978-4-86194-054-5) 
 
〔参考図書〕 
必要な場合は適宜紹介する。 
 
⑦〔成績評価の方法・基準〕 
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定期試験：80％（授業で学習した範囲を中心として出題する） 
提出物：20％（授業の中で指示する提出物の内容および提出状況） 
 
〔学生へのメッセージ〕 
統計は難しいという固定観念があるかも知れませんが、できるだけ丁寧に指導するので一緒に頑張りま

しょう。 
 
P・・・理学療法学科 
K・・・看護医療学科 
N・・・健康栄養学科 
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科  目  名 ⓶授業形態 配当回生(前・後期) ⓹単位 ⓺講 師 名 

情報処理演習Ⅱ（DE 対象） 講義・演習 1 後 1.0 冬木 正紀/李 沅貞 

科 目 内 容 

⓵〔授業の到達目標〕 
情報処理演習Ⅰと同じ目的のもとで、対象とするデータの数理的分析方法とプログラミングによる効率

的な処理方法を会得すること、さらに AI 利用による判断特性を理解することを目的とする。 
 
⓷〔授業科目内容の概要〕 
情報処理演習Ⅰの復習から始め、統計の基礎的な概念を身に付けた上で、Excel を利用したデータ処理

の基礎を演習形式で学び理解を深める。 
 
⓸〔授業計画〕 
第１回 情報処理演習Ⅰの復習（１）情報処理演習Ⅰの理解度チェック、知の個人アーカイブ、SNS 利

用、情報セキュリティ 
第２回 情報処理演習Ⅰの復習（２）ファイルの保存場所・フォルダとファイルの命名規則など 
第３回 AI とその「学習」の特徴 
第４回 統計の基礎（１）平均値・分散・標準偏差・偏差値 
第５回 統計の基礎（２）分布・類似度 
第６回 統計の基礎（３）相関 
第７回 統計の基礎（４）回帰 
第８回 統計の基礎（５）これまでの振り返り 
第９回 統計ソフトの基礎（１）Excel の集計機能の復習 
第１０回 統計ソフトの基礎（２）Excel のグラフ機能の復習 
第１１回 統計ソフトの基礎（３）Excel の機能の追加説明 
第１２回 統計ソフトの基礎（４）Excel の振り返り 
第１３回 総合演習（１）統計用 AI の作成 
第１４回 総合演習（２）統計用 AI の作成 
第１５回 まとめ 
 
〔授業外学修の指示〕 
復習は必須です。 
 
〔使用教材〕 
教科書：日経パソコン Edu 2020 年度版（日経 BP 社）（情報処理演習Ⅰで使用した教科書です） 
 
〔参考図書〕 
必要な場合は適宜紹介する。 
 
⑦〔成績評価の方法・基準〕 
１．最終レポート：85％ 
２．提出物：15％（授業の中で指示する提出物の内容および提出状況） 
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〔学生へのメッセージ〕 
演習に参加するためには復習が必須であり、自分で考えたり調べたりすることが必要です。 
一緒に頑張りましょう。 
 
D・・・人間環境デザイン学科 
E・・・現代教育学科 
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「情報処理演習Ⅰ」「情報処理演習Ⅱ」は、すべての学科において1年次配当の卒業必
修科目に位置付けられています（各学科課程表のマーカー部分）。

26

s.usami
ハイライト表示

s.usami
ハイライト表示

s.usami
ハイライト表示



27



28



29

s.usami
ハイライト表示

s.usami
ハイライト表示



30



31



32

s.usami
ハイライト表示

s.usami
ハイライト表示



33



34



35



36

s.usami
ハイライト表示

s.usami
ハイライト表示



37



38



39



40

s.usami
ハイライト表示

s.usami
ハイライト表示



41



42



43



44



45



畿央大学教育推進室規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、畿央大学（以下「本学」という。）に設置する本学教育推進室（以下「教育推進室」とい

う。）に関し、必要な事項を定める。 

 

（教育推進室の目的） 

第２条 教育推進室は、本学学長（以下「学長」という。）の統括の下に、建学の精神に則り、大学および大学

院の教育課程編成方針の検討、入学前から卒業または修了後に亘る全教育過程を通じた組織的かつ継続的な

教育内容および教育方法の改善を行ない、本学の教育の発展に寄与することを目的とする。 

 

（業務） 

第３条 教育推進室は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる業務を行なう。 

  (1) 教養教育、初年次教育、キャリア教育、語学教育等全学共通教育と専門教育の教育課程編成と推進 

  (2) 共通教育と専門教育の連携の推進 

  (3) 大学院教育の教育課程編成と推進 

  (4) 教育内容・方法改善の支援および推進 

  (5) 教育効果の評価方法の開発および実施 

  (6) 教員の教育力向上の支援および推進 

  (7) 教育環境向上のための調査・研究および立案 

  (8) 大学教育に関する学内外の情報収集および発信 

  (9) その他教育推進室の目的達成に必要な業務 

 

（組織） 

第４条 教育推進室は、本学専任教職員のうち、次の各号に掲げる室員をもって組織する。 

(1) 学長 

(2) 副学長 

(3) 各研究科長 

(4) 各学部長 

(5) 各学科長 

(6) 大学事務局長 

(7) 教育推進部長 

(8) 専任教員の中から学長の指名する者  若干名 

(9) 事務職員の中から大学事務局長の指名する者  若干名 

２ 教育推進室長（以下「室長」という。）は、教育推進室を代表し、学長がこれにあたる。 

３ 学長は必要に応じて、室長補佐を任命することができ、室長補佐は、室長の業務を補佐する。 

４ 本条第1項第8号および第9号の室員は、学長がこれを任命する。 

 

（任期） 

第５条 第4条第4項の規定により任命された室員の任期は当該年度末までとし、再任を妨げない。 

 

（会議） 

第６条 室長は教育推進室会議（以下「会議」という。）を招集し、議長となる。ただし、室長の指名した者が

議長を代行することができる。 

２ 会議は、室員総数の過半数の出席により成立する。 

３ 議決を要する事項については、出席室員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

４ 室長は、必要と認めるときは、室員以外の者を会議に陪席させることができる。 
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（教学 IR担当部会） 

第７条 教育推進室の下に、本学の教育および学生支援に関する諸データの統合的分析と情報提供・助言等を行

なうことを目的とした教学 IR担当部会を置く。 

２ 教学 IR担当部会に関する事項は、室長が定める。 

 

（専門部会） 

第８条  室長は、専門的事項を調査検討および企画立案するため、必要に応じて教育推進室の下に専門部会を設

置することができる。 

2 専門部会に関する事項は、室長が定める。 

 

（事務） 

第９条 教育推進室の事務は、本学教育推進部が行なう。 

 

（改廃） 

第10条 この規程の改廃は、本学教授会および大学院委員会の議を経て学長が行なう。 

 

 

附 則 

この規程は、平成24年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成26年12月24日から施行する。 

この規程の施行により、平成24年4月1日に制定した附則の施行日以外を削除する。 

附 則 

この規程は、平成27年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成28年4月1日から施行する。 
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畿央大学教育推進室規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、畿央大学（以下「本学」という。）に設置する本学教育推進室（以下「教育推進室」とい

う。）に関し、必要な事項を定める。 

 

（教育推進室の目的） 

第２条 教育推進室は、本学学長（以下「学長」という。）の統括の下に、建学の精神に則り、大学および大学

院の教育課程編成方針の検討、入学前から卒業または修了後に亘る全教育過程を通じた組織的かつ継続的な

教育内容および教育方法の改善を行ない、本学の教育の発展に寄与することを目的とする。 

 

（業務） 

第３条 教育推進室は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる業務を行なう。 

  (1) 教養教育、初年次教育、キャリア教育、語学教育等全学共通教育と専門教育の教育課程編成と推進 

  (2) 共通教育と専門教育の連携の推進 

  (3) 大学院教育の教育課程編成と推進 

  (4) 教育内容・方法改善の支援および推進 

  (5) 教育効果の評価方法の開発および実施 

  (6) 教員の教育力向上の支援および推進 

  (7) 教育環境向上のための調査・研究および立案 

  (8) 大学教育に関する学内外の情報収集および発信 

  (9) その他教育推進室の目的達成に必要な業務 

 

（組織） 

第４条 教育推進室は、本学専任教職員のうち、次の各号に掲げる室員をもって組織する。 

(1) 学長 

(2) 副学長 

(3) 各研究科長 

(4) 各学部長 

(5) 各学科長 

(6) 大学事務局長 

(7) 教育推進部長 

(8) 専任教員の中から学長の指名する者  若干名 

(9) 事務職員の中から大学事務局長の指名する者  若干名 

２ 教育推進室長（以下「室長」という。）は、教育推進室を代表し、学長がこれにあたる。 

３ 学長は必要に応じて、室長補佐を任命することができ、室長補佐は、室長の業務を補佐する。 

４ 本条第1項第8号および第9号の室員は、学長がこれを任命する。 

 

（任期） 

第５条 第4条第4項の規定により任命された室員の任期は当該年度末までとし、再任を妨げない。 

 

（会議） 

第６条 室長は教育推進室会議（以下「会議」という。）を招集し、議長となる。ただし、室長の指名した者が

議長を代行することができる。 

２ 会議は、室員総数の過半数の出席により成立する。 

３ 議決を要する事項については、出席室員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

４ 室長は、必要と認めるときは、室員以外の者を会議に陪席させることができる。 
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（教学 IR担当部会） 

第７条 教育推進室の下に、本学の教育および学生支援に関する諸データの統合的分析と情報提供・助言等を行

なうことを目的とした教学 IR担当部会を置く。 

２ 教学 IR担当部会に関する事項は、室長が定める。 

 

（専門部会） 

第８条  室長は、専門的事項を調査検討および企画立案するため、必要に応じて教育推進室の下に専門部会を設

置することができる。 

2 専門部会に関する事項は、室長が定める。 

 

（事務） 

第９条 教育推進室の事務は、本学教育推進部が行なう。 

 

（改廃） 

第10条 この規程の改廃は、本学教授会および大学院委員会の議を経て学長が行なう。 

 

 

附 則 

この規程は、平成24年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成26年12月24日から施行する。 

この規程の施行により、平成24年4月1日に制定した附則の施行日以外を削除する。 

附 則 

この規程は、平成27年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成28年4月1日から施行する。 
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取組概要
本プログラムは全学部全学科必修の正課科目「情報処理演習Ⅰ」「情報処理演習Ⅱ」により構成される。
情報処理演習Ⅰ・Ⅱではモデルカリキュラムの「導入」「基礎」「心得」に相当する内容を全15回の授業で実施する。
本プログラムについては、令和2年度まで「教育学習基盤センター」が、令和3年度からは新設する「次世代教育センター」が運営にあたる。また、本プログラム
の改善・進化および自己点検・評価については、本学の教育課程編成方針の検討、入学前から卒業または修了後に亘る全教育過程を通じた組織的かつ継続的な教
育内容および教育方法の改善を担う「教育推進室」が実施する。

令和2年度実績は2学部5学科で544名が履修し、509名が修了した。

全学
必修
正課
科目

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅱ

1-1.社会で起きている変化

1-2.社会で活用されているデータ

1-3.データ・AIの活用領域

1-4.データ・AI利活用のための技術

1-5.データ・AI利活用の現場

1-6.データ・AI利活用の最新動向

2-1.データを読む

2-2.データを説明する

2-3.データを扱う

3-1.データ・AIを扱う上での留意事項

3-2.データを守る上での留意事項

4-1.統計および数理基礎

4-2.アルゴリズム基礎

4-3.データ構造とプログラミング基礎

4-4.時系列データ解析

4-5.テキスト解析

4-7.データハンドリング

4-7.データハンドリング

4-8.データ活用実践（教師あり学習）

プログラムを構成する授業科目対象 モデルカリキュラムとの対応状況 運営 改善・進化
自己点検・評価

教
育
学
習
基
盤
セ
ン
タ
ー（
令
和
2
年
度
ま
で
）

次
世
代
教
育
セ
ン
タ
ー
（
令
和
3
年
度
以
降
）

教
育
推
進
室
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その他補足資料①

本学では、本学では開学当初から「情報処理演習Ⅰ」「情報処理演習Ⅱ」各2単位を卒業必修科目とし、入学後の学修の基礎・基盤を作ってきた。
受講に際して、学生には自ら「調べ、考える」ことを課している。担当教員は安易に全てを教えず、学生自らが「調べ、考える」ためのサポートを行うことを基
本的なスタンスとしている。学びに向かう姿勢そのものも涵養する狙いがあり、早期にそれを身に着けることが専門分野での学びも含めた学修全体へのモチベー
ション維持・向上につながると考える。

疑問や分からないことに対しては、すぐに教えるのではなく、まずは自ら「調べ、考える」ことを指導する。
⇒学びに向かう姿勢の涵養、学修全体へのモチベーション向上

安易に教える 「調べ、考える」 書籍

インターネット

情報処理演習の基本的スタンス：自ら「調べ、考える」

学生 教員

学びに向かう
姿勢の涵養

学修全体への
モチベーショ
ン向上

情報処理演習の工夫：身近な事例、進路に直結する事例

授業では、できるだけ身近な事例、あるいは学生の進路に直結する事例を取り上げるよう配慮している。
⇒学生は専門分野の学びへ入った後も本科目で習得したスキルを生かすことにつながる。

例）教育学部の学生：「TREND」や「相関」は子どもが抱える問題や環境要因を知る方法これからの教育者に求められる「新たな専門性」と感じた。

気づき、発見

製品の売上予想
事例

成績の解析

専門分野での学びへの展開
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本学では、2011 年度から 2014 年度までの過去 4 年間の情報環境整備の基本計画を定めた「第１期情報環境基本計画」と 2015 年度から 2018 年度までの「第２期情
報環境基本計画」に沿って情報環境の整備を計画的に進めてきた。また、2014年度から全学生にノートPCを貸与し、ＩＣＴを活用した学習を展開している。
とりわけ、全学生へのノートPC貸与、Office（Microsoft）365の全学導入、LMS「OpenCEAS」の導入により情報インフラに基づく学びのDXが加速している。

その他補足資料②

学習の支援と情報環境の整備

インターネット回線及び学内ネットワークの高速化

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

無線LANアクセスポイント整備

LMS「CEAS/Sakai」の導入 教務システム「CampusSquare」の導入と「CEAS/Sakai」 とのデータ連携

Office（Microsoft）365の全学導入

Microsoft Azureの導入
主要システムのクラウド移行

SINET接続

LMS「OpenCEAS」の導入全学生にノートPCを貸与

学生には、情報機器及び情報環境の活用を情報処理演習で教授するとともに、日常的なサポートは「教育学習基盤センター」で対応している。教育
学習基盤センターにおいても、自ら「考え、調べる」ことを基本的スタンスとして対応している。

令和3年度からは、次世代教育センターを設置し、本プログラムである情報処理演習を組み込んだ、次世代型教養プログラムを展開する。
グローバル化やデジタルトランスフォーメーションの推進により、社会がめまぐるしく、かつ、大きく変化する中、哲学的考察により、求められる知識の「背景
にあるもの」に目を向け、「なぜ、その知識が必要なのか」「どのようにその知識が活かされるのか」といった深い思索までたどり着くことを可能にする体系化
されたで学びを提供する。

学習の支援体制と今後の展開
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